
令和 7 年度退職教員の紹介 

 

部局名 大学院法学政治学研究科・法学部 

 

氏名 Simon VANDE WALLE 

職名 教授 

本学在職期間 令和 1年 9月～令和 8年 3月 

所属 附属法・政治デザインセンター 

専門分野 競争法、経済法、比較法 

略歴 

平成 10 年 7 月 ルーヴェン・カトリック大学法学府法学部 卒業 

平成 13 年 7 月 ルーヴェン・カトリック大学法学府法学専攻修士課程 修了 

平成 14 年 9 月 九州大学大学院法学府国際関係法学専攻修士課程 修了 

平成 15 年 5 月 ジョージタウン大学ローセンターMaster of Laws 修士課程 修了 

平成 15 年 8 月 リンクレーターズ 法律事務所 職員 

平成 23 年 9 月 九州大学大学院法学府博士課程 修了 

平成 23 年 9 月 本学大学院法学政治学研究科 日本学術振興会外国人特別研究員 

平成 25 年 8 月 欧州委員会競争総局 審査官 

令和 1 年 9 月  本学大学院法学政治学研究科 教授 

 

研究内容 

「デジタルプラットフォーム事件における問題解消措置と確約措置の実効性」『日本経

済法学会年報第４２号』(2021 年 8 月）：77〜97 頁 

Simon Vande Walle, Private Antitrust Litigation in the European Union and Japan – A 

Comparative Perspective. Antwerpen-Apeldoorn: Maklu, 2013. 

 


